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稲
わ
ら
・
も
み
殻
・
麦
わ
ら
の
焼

却
は
、
地
域
住
民
の
健
康
へ
の
影
響

や
延
焼
に
よ
る
火
災
の
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
最
近
で
は
、
洗
濯
物
や
室

内
に
臭
い
が
付
着
す
る
な
ど
と
い
っ

た
苦
情
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
稲
わ
ら
・
も
み
殻
・
麦
わ
ら
は
、
大

切
な
資
源
で
す
。

　
人
と
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
を
推

進
す
る
た
め
に
、
稲
わ
ら
・
も
み
殻
・

麦
わ
ら
は
、
焼
却
せ
ず
に
有
効
に
活

用
し
ま
し
ょ
う
。

 

稲
わ
ら
・
も
み
殻
・
麦
わ
ら
の

有
効
活
用
例

○
水
稲
、
大
豆

　
水
田
へ
の
ト
ラ
ク
タ
ー
等
で
の
耕

う
ん
に
よ
る
有
機
物
の
供
給

※
水
田
を
ト
ラ
ク
タ
ー
等
で
耕
う
ん

す
る
場
合
に
は
、
腐
熟
を
促
進
さ

せ
る
た
め
に
、
必
ず
腐
熟
促
進
剤

を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
果
樹

　
敷
わ
ら
に
よ
る
地
表
面
マ
ル
チ
、

マ
ル
チ
栽
培
の
緩
衝
資
材

○
野
菜

　
ト
ラ
ク
タ
ー
等
で
の
耕
う
ん
に
よ

る
有
機
物
の
供
給
、
敷
わ
ら
に
よ

る
地
表
面
マ
ル
チ

○
畜
産

　
繁
殖
牛
、
飼
育
牛
等
の
粗
飼
料
と

し
て
の
利
用
・
敷
き
料
と
し
て
の

利
用

○
そ
の
他

　
た
い
肥
の
原
料
と
し
て
の
利
用

※
注
意

　
や
む
を
得
ず
焼
却
す
る
場
合
に

は
、
必
要
最
小
限
に
と
ど
め
て
い

た
だ
き
、
近
所
の
迷
惑
に
な
ら
な

い
よ
う
、
風
向
き
な
ど
十
分
考
慮

し
て
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
産
業
課
　
地
域
振
興
Ｇ

　
☎

（84）
２
５
８
２
（
直
通
）

へ
ん
さ
な
み
の
家
農

！
を
力
協
ご
に
止
防
却
焼
の
等
ら
わ
稲

　７月20日、農業委員任命式が行われ、町長から任命辞令が交付されました。
　その後行われた臨時総会において、会長に影山德治さん、会長職務代理者に梅田福一郎さんが委員の互選により
選出されました。
　また、同日、農地利用最適化推進委員が農業委員会から委嘱されました。
　任期は、農業委員、農地利用最適化推進委員ともに令和２年７月20日から令和５年７月19日までの３年間となり
ます。

農業委員（敬称略）

苦瀬　茂夫 鈴木　章司 藤沼　政雄
松本茂利夫 中山　茂生 篠﨑　　勝
影山　德治 小田川恒雄 中村　啓次
松本　紀夫 梅田福一郎 菊地　慶子

農地利用最適化推進委員（敬称略）

須釜　良夫 石塚　初男 杉田　忠衛
知久　武雄 青栁　初男 木村　恒夫
大澤　　満 栃木　富作 山下　　勝
　　　　　　　　　　　　
　

新たに新たに
農業委員12名・農地利用最適化推進委員９名が決定農業委員12名・農地利用最適化推進委員９名が決定


